第6学年　学級活動(2)指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　題材名　　　　　「食生活の改善」((ｶ)学校給食と望ましい食習慣の形成)
２　題材設定の理由　
児童は、毎日の学校給食や家庭科における食の学習、体育科の保健の学習を通して、食と健康に関する知識を身に付けてきた。給食の残滓の減少からは、学習が実践に結びついてきている様子も感じられる。しかし、食生活実態調査で、家庭での食生活を絵で示す調査をしたところ、副菜は食卓に上っているものの主菜中心に食べていたり、家族との生活時間のずれから、スポーツ少年団時の昼食は自分で選択して食事をとっている児童が70%以上おり、その際には、パンや弁当を購入し嗜好を優先させた選択となっていたりして、日常の生活の中で食行動を決定する機会ではその知識を生かしていない様子が伺えた。
食習慣は、子どもの頃の習慣が成長してからの習慣に与える影響が大きく、大人になって改めることは困難を伴うものである。心身ともに成長の著しい時期にある子どもたちが、今まで得た知識を深め、よりよい食行動を実践できる能力を身に付けていくことは大切であると考える。
本時は、小学校6年間の食の学習のまとめとして位置づけ、食行動の変容を促したいと考え設定した。始めに、自分の選択した昼食や日常食の例を学校給食と比較する。多様な献立や包装等で実際に摂取している食事内容が分かりにくくなっている食事を、給食の食器に入れ替える活動を通して、主食・主菜・副菜・汁物等の過不足を確認し合う。食品を選択する際の基準や、どのように1日の食事の中で補うかを話し合い、それぞれが望ましい食行動を実現するための工夫を考えさせたい。
３　「食べる力」との関連
	食べる力の要素
	○期待する姿

	食生活や健康に主体的にかかわる
	○　バランスのとれた食事を理解し、自分の食生活をよりよく改善し実践することができる。
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４　　実施計画
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5　本時の目標
バランスのとれた食事を理解し、正しい知識をもとに食品を選択して摂取し、自らの食生活をよりよく改善しようとする態度を育てる。
· バランスのよい食事にするための方法を話し合うことができる。
· 自分が選んだ食事の問題点を改善するための具体的な方法を考えることができる。
６　展開
	段階
	学習活動・内容
	時間形態
	指導上の留意点　※評価
	資料等

	課題の意識化
	１　食事調査の結果から自分食事の傾向を知り、気づいたことを話し合う。
２　本時のめあてを確認する
	５分
一斉
	○　食事調査の結果から昼食と夕食の傾向を伝え、昼食を自分の好みで選択して購入したり、食卓に上がった料理を自分の好き嫌いで選択して食べている実態を捉えさせ、本時のめあてにつなげる。
	食事記録


	課題の追求
	３　日常よく食べている食事を給食の食器に移し替え、食事として整っているか話し合う。
　○市販の弁当
　○パン
　○即席麺
　○日常食の例
　　・ﾊﾟﾀｰﾝ１：主食のみ
・ﾊﾟﾀｰﾝ２：主食、主菜
・ﾊﾟﾀｰﾝ３：主食、主菜、副菜
４　班ごとに分担した食事内容の改善策を話し合い、発表する。
	15分小集団
一斉
10分
小集団
	○　班ごとに分担して１つの食事内容ごとに給食の食器に移し替えることで学校給食と比較し、量や種類についてバランスのよい食事であったか気づきやすくする。
○　よく食べている食事例は、主食を中心とする
　ものとし、食器に移す際イメージしやすくする。
○　日常食については絵で食卓に上がっている傾向を伝え、好きな料理を選んで偏って食べている実態を確認させる。
○　１食で全て満たすことを考えさせた後、その後の食生活をどのように整えたらよいか考えさせることで、１日の朝食、昼食、夕食、間食のとり方を総合的にとらえさせる。

	学校給食の写真
日常食の絵


	課題の解決
	５　自分の食事を主食、主菜、副菜、汁物等に分け、自分の食事の実態から改善策を考え、実践内容を発表する。

	15分
個別
	○　各家庭の事情に配慮しながら個別に対応する
○　これまでの学習の成果を生かし、家族の一員として手伝ったり、自分でバランスのよい食事を整えたりして、主体的に食生活を整えることが健全な成長につながることを伝える。
○　一人一人の取組を称賛し、中学校生活の充実、そして生涯にわたって健康で生き生きとした生活を送ることができるよう励ます。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


７　評価規準
○　バランスのよい食事のとり方を工夫し、よりよい食生活を実践しようとしている。　　　　　(関心・意欲・態度) 
○ 主食・主菜・副菜・汁物の観点から自分の食事の形態を考え、判断している。　　　　　　(思考・判断)　　　
· 　自分の食事の問題点を改善するための方法を考え、実践することができる。　　　　　　 　　　(技能・表現)
○　バランスのよい食事のための食品の選択方法がわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(知識・理解)　
８　準備・資料等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・食事調査　　　　　　　　　　　　　　　　・市販弁当、パン、即席麺、食事の実物　　　　　　
・給食の写真（米飯）汁物の写真　　　　　　・ワークシート
９　板書計画





１０　授業の実際
	学習活動･内容
	教師の働きかけ
	　　　　　　児童の反応　　　資料等

	１　食事調査の結果から自分の食事の傾向を知り気づいたことを話し合う。
２　本時のめあてを確認する。
	○　休みの日の食事調査を発表します。昼食はスポーツ少年団の活動などで自分でお昼を買って食べている人が多くいました。また、夕食の絵を見るといくつかのパターンに集約されていました。気づいたことを発表してください。
○　今日はバランスを考えて食品を選ぶことについて学習します。
	・

・昼食の選び方はやっぱり好きなものを食べています。
・夕食は主食が中心でした。

	３　日常よく食べている食事を給食の器に移し替え、食事として整っているか話し合う。
４　班毎に分担した食事内容の改善策を話し合い発表する。

	○　みんなの昼食の代表的なパターンを持ってきました。栄養士の○○先生から特別に借りた給食の食器に移してみましょう。
○　弁当の班どうでした
か。
○　パンの班どうでしたか。
○　麺の班どうでしたか。
○　次に、皆さんが夕食でよく食べている食事を移してみましょう。
○　この結果で気付いたことを発表してください。
○　皆さんの家族はバランスを考えて食事を出してくれています。でも、食べるときすべて食べていますか。このお皿（主食）に入るものを食べすぎたり、この器に入る汁物を飲まなかったりしてませんか。
○　私たちは今まで様々な食に関する学習をしてきました。でも、実際に食べているものを給食の食器に移したときに、種類や量が十分であったかがわかりました。見直す必要がありそうですね。
○　それでは、班毎にどのようにこの食事を改善したらよいか話し合ってみましょう。
１つは空いている給食の食器に何を足せばいいか考えます。２つ目はお昼にこれだけだったら、その後の家での食事をどうするか考えましょう。
家庭の食べ方班は、普段の食べ方で改善することを話し合ってください。
	・弁当箱に入っている時は、バランスがとれていると思ったが、給食の食器に並べたら、野菜がほとんどなかったので、お皿が空いてしまった。汁椀に何も入らないと物足りない。
・すぐに終わってしまいました。中に入っているレタスやハムは、皿に並べると少ないと思った。
・乾燥した野菜なので余計に少なく感じました。
・すべての皿が埋まりました。
・主食のみでした。
・副菜がありませんでした。
・買って食べるものは栄養がとれない。
弁当の班お肉の脇に、緑の食品がくるように、サラダや果物も買います。味噌汁も買う。
パンの班サラダとスープ、あと果物も食べる。
麺の班すぐにおなかが減らないように、大学芋と何かボリュームのあるおかずや野菜を食べる。
家で補う食事内容：バランスがとれるような夕食を食べる。野菜のおかずをたくさん食べる。
・おやつはくだものやヨーグルトを食べる。
家庭での食べ方班出されたおかずは好き嫌いしないで食べる。特に副菜を食べる。
・主食を多く食べ過ぎないようにする。
・給食の時のように汁物はきちんと飲む。

	５　自分の食事を主食、主菜、副菜、汁物等にわけ、自分の食事の実態から改善策を考え、実践内容を発表する。
	○　今度は自分のことを考えます。どんなものを選びがちでしたか。これからどうしていきますか。
○　アンケート結果をもとに改善策を工夫してください。発表してもらいます。
	・ぼくは休みの日はカップ麺を食べていたので、おかずも一緒に食べる。
・弁当はバランスがいいと思ったけど足りないものもあるのでサラダなどを自分で作ってみる
・家庭での食事はいろいろなものを食べる。


１１　学習プリント等
＜ワークシート＞
食生活の改善　　　　　　　　　　　6年　　組　氏名　　　　　　　　　　
１　ある日の昼ごはん・夕ごはんを給食の器に移してみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　＜弁当＞　　　　　　　　＜パン＞　　　　　＜カップメン＞　　　＜ある日の夕食＞




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜　給　食　＞
２　改善策を話し合おう。
　　　　　　　　　　　　　　不足を補う食べ方・選び方の工夫は・・・その後の家庭での食事は・・・　　　　　　　

３　自分の食事の改善策をまとめよう。

１２　事前・事後の様子
（１）事前の活動






はい　・　いいえ





１３　○成果と◎さらなる充実のために
（１）本時の授業から
○　自分でがんばることとして、バランスがとれていなかった児童は、「主菜や副菜を摂るようにがんばる」「野菜などが苦手だけれど、健康のためにがんばって食べる」など、食生活改善の具体的な目標を設定しており、本時のめあてを達成することができた。
◎　体育科や家庭科等において、すでに食と健康について学習し、ある程度の知識は得ているが、実生活の中では、実践には結びついていないことが食事調査から読み取れる。しかし、今回の学習で、毎日食べている学校給食を教材とし、実際に選択した昼食や日常食の改善を考えさせたことで、バランスのよい食事にするための食品の選択や食事のとり方についての知識と実際が結びつき理解が深まった。今後も、給食時間の話題にすることで、継続的な児童の食生活の改善につなげたい。
· 　家庭での食生活は家庭の協力が不可欠であるが、ワークシートを家庭に返し児童ががんばることを家族に知らせることで家庭の食事に対する意識を高めることができる。各種たよりや保護者懇談会等の話題の一つに成長期の食生活に関する内容を取り上げ、充実した食生活の継続を図りたい。
（２）その後の児童の様子から
· 　家族のメッセージから、よりよい食生活をしようとする意識の改善がみられた。　
　◎　　　土曜日や日曜日などの休日の食生活が不規則になりがちだが、その後の当校の児童の結果は良好であった。今後とも継続されるよう児童はもとより家族の意識をより高めていくことが重要である。
       本時


【学級活動】


「食生活の改善」





       【食事調査】


休日の食事内容を調査する。


【課題】「食の知識を生かした選択をしていない」　　





    「ワークシート」の活用





     【学級】


　　・給食時間にバランスのよい食事について話す。


【家庭】


・ワークシートに記入。


・給食だより、学級だよりの配布


・学級懇談会、個別懇談会での啓発





【家庭科】


楽しい食事を工夫しよう


【体育（保健）】


生活のしかたがかかわっておこる病気の予防





　【目標】バランスのとれた食事を理解し、よりよい食事を選択していこうとする態度を育てる。











バランスよく食品を選び、食生活を改善しよう。





※　バランスのよい食事にするための方法を話し合うことができたか。（発表）





※自分が選んだ食事の問題点を改善するための具体的な方法を考えることができたか。（発表・ﾜｰｸｼｰﾄ）





めあて　


　バランスのよい食事を工夫しよう


１　よく食べる昼食　　　　　　　　　　改善策


　・市販弁当　　　　　　　　　　　○


　・パン　　　　　　　　　　　　　○


　・即席麺　　　　　　　　　　　　○


２　日常の食事


　・パターン１　主食�　　　○


　・パターン２　主食・主菜�○


・パターン３　主食・主菜・副菜�○





バランスのよい食事にするためのわたしの工夫





栄養バランス





食事ふさわしい





好きだから





おいしそう





・・・　給食の器に移してみると　・・・











弁当　　パン


カップメン


夕食　　　班　





午後





午前





23日


(土)





24日


(日)





それを選んだ理由は・・・





おいしそうだったから


好きなものだから


食事にふさわしいと思ったから


栄養のバランスがとれているから


その他（　　　　　　　　　）








　　日の　朝・昼・夕　食を


作りました・買いました


こんだては；








